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　　　  振動の状況（振動の測定結果※ 1）   

● 野焼きの防止
野焼きは農作業に伴う焼却など、一部例外を除き法律で禁止されています。野焼きの苦

情に対しては、その行為者に指導を行っているほか、市ホームページや市発行の冊子で、
野焼きをしないよう啓発を行っています。

● 環境保全の監視・指導の強化
市と市内の主な工場との間で環境保全協定を締結し、その協定に基づいた監視・指導を

行っています。

● 建設工事における環境配慮に向けた取り組みの推進
騒音・振動規制法で、特に著しい騒音・振動を発生させる作業を特定建設作業と定め、

それに該当する工事の作業時間等の規制遵守を呼び掛けています。

　　　  公害苦情件数の内訳   

公害に関する苦情は、
地域住民の日常生活に直
接関連した問題がほとん
どです。
平成26年度に受けた

苦情の件数は42件で、
25年度と比べ2件増加
しました。
大気に関するものが

15件と最も多く、その
内13件が野焼きに関す
るものでした。

● 連携の仕組みづくり
【まいづるクリーンキャンペーンの活動支援（再掲）】
「わたしたちのまちを、わたしたちの手
できれいにしよう」を合言葉に、平成8年
度から7月に全市一斉清掃日を設け清掃
活動が実施されています。
9年度からは、「まいづるクリーンキャ

ンペーン実行委員会」が主催者として実施
し、市はごみ袋の支給や清掃後のごみ回
収などの支援を行っています。
同会は、多年にわたる地域の環境美化

活動の功績が認められ、平成24年6月に
「環境大臣表彰」を受賞されました。
平成26年度は133組8,712人の参加申

し込みがあり、一斉清掃当日には約9トンの散乱ごみが回収されました（雨天のため東西メ
イン会場における清掃は中止）。

【まいづる環境市民会議】
環境基本計画の取り組みを、市民・事

業者・市民団体などが協働で推進するた
め、平成24年4月30日、「まいづる環境
市民会議」が設立されました。
平成26年度末で、33団体・58個人が

同会議に参加しており、「低炭素社会の実
現」や「循環型社会の確立」、「自然との共
生社会の確立」に向け、環境基本計画の7
つのリーディングプロジェクト（4㌻参照）
を「地球温暖化防止」「循環型社会」「生
物多様性」の3つのプロジェクトチームにより推進しています。
まいづる環境市民会議には、個人でも団体でも参加いただけます。同会事務局の生活環

境課で随時受け付けています。
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環境保全活動の連携

※ 1　測定結果は各地点で 10分程度、簡易的に測定したもので、参
考値です。
※ 2　L10…測定値を小さなものから順に並べ、上位と下位のそれぞ
れ 10％のデータを切り捨てた残りの最大値のことで、振動の評価
に使われます。
※ 3　測定地点は道路端です。
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▽海フェスタ京都でペット
ボトルのキャップを使った
「エコ・キャップアート」の
展示を行い、ごみ減量やリ
サイクル推進の啓発を実施。

▽ビーチコーミング（まいづ
るクリーンキャンペーン実
行委員会）を実施し、70人
が参加。

③生物多様性プロジェクトチーム
地域に生息する動植物や特色ある景観等を情報募集・

現地調査などにより取りまとめ、市民に情報発信し、
環境保全の啓発をしています。
▽地域に生息する動植物や特色ある景観等を紹介した
自然観察ガイドブック「舞鶴フィールドミュージア
ム」を市とともに作成。

▽市内の小学校や公民館において、生物や自然などを
テーマとした環境学習を実施。

● 自然体験学習の充実
市民団体等が主催する学習会や自然観察会等の取り

組みを支援しています。
まいづるクリーンキャンペーン実行委員会が主催す

る「ビーチコーミング」の支援を行ったほか、市が主
催する水辺教室（1回・13人）や星空観察（1回・36人）
を開催しました。

● まいづる環境市民会議参加団体（平成26年度末現在） 50音順

【各プロジェクトチームの活動内容】
①地球温暖化防止プロジェクトチーム
家庭の省エネ相談所の開設や緑のカーテン、
環境マネジメントシステムの普及などにより、
市民や事業者のエコ活動を支援しています。
▽海フェスタ京都や赤れんがフェスタで「家
庭の省エネ相談所」を開設。118人の来場
者へ啓発を実施。（5㌻参照）
▽緑のカーテンの普及のため、市内の保育所
や老人施設など合計19施設にゴーヤの苗
の配布・設置協力を行ったほか、市民400
人にゴーヤの苗を無料配布。
▽市内の小学校や高等学校において、地球温暖化をテーマとした環境学習を実施。

②循環型社会プロジェクトチーム
3R 推進活動の企画運営や、地域の環境美化推進のための清掃活動イベントなどを展開
しています。
▽ふろしきの利用法を学び、レジ袋削減など生活様式を見直す学習「エコライフ講座」を
実施。

ゴーヤの苗の配布

青葉山レインジャー隊

朝来ふれあい向う三軒両隣

エコネットまいづる

環境テクニカル株式会社

京都生協舞鶴エリア会

京都大学フィールド科学教育研究センター舞鶴水産実験所

京都丹の国農業協同組合

京都府漁業協同組合

京都府地球温暖化防止活動推進員舞鶴連絡会

京都北都信用金庫倉梯支店

株式会社源兵衛

株式会社コザイ印刷所

セイブリビング株式会社

有限会社大信工務店

高橋行雄法律事務所

タケダ工芸株式会社

丹後・丹波虫の会

株式会社西村住建商事

まいづるおもちゃ病院

株式会社東舞鶴グランドホテル

まいづるクリーンキャンペーン実行委員会

舞鶴厚生株式会社

舞鶴自治連・区長連協議会

舞鶴市女性の会

公益財団法人舞鶴市花と緑の公社

舞鶴生活学校

有限会社舞鶴清掃社

舞鶴の川と海を美しくする会

舞鶴文具株式会社

舞鶴ライオンズクラブ

三和工業用品株式会社

弥栄電設工業株式会社

若狭湾生物同好会

エコ・キャップアートの作成（左）、展示（右）

舞鶴フィールドミュージアム作成活動

水辺教室（伊佐津川）
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● まちの先生（生涯学習ボランティアバンク）の利用促進
目標（指標）である「まちの先生（環境・自然観察分野）」の登録者数は、26年度には7団

体となっています。
利用促進のため、広報まいづるへの掲載やホームページでの紹介、各公民館や図書館、

学校や福祉施設等に案内チラシの配布などを行い周知に努めています。

【環境自然観察分野の「まちの先生」登録者】
　① 「まちの先生」の中から、学びたい分野の登録者（指導者）を探します。
　② 登録者へ直接連絡をとり日時や会場など詳細を打ち合わせます。

● 出前型講座の拡充
出前型講座については、まいづる環境市民会議と連携・協力し、市民とともに環境に関

する講座を開催しています。平成26年度は、「まいづるの守りたい自然」、「地球温暖化防止」
をテーマに、小学校や老人会などで計7回開催しました。

● 環境情報の充実
環境白書の発行やホームページなどを通じて、さまざまな環境情報をわかりやすく発信す

ることに努めており、まいづる環境市民会議と舞鶴市により作成した「舞鶴フィールドミュ
ージアム」のWEB版を市ホームページに掲載するなど、情報発信に努めています。（20㌻参照）

● 環境学習の充実
環境に対する意識の向上を目的に、積極的に学習機会の提供に努めています。
まいづる環境市民会議と連携し、環境をテーマとした講演会を開催。平成26年度は、国立
環境研究所・地球環境研究センター 気候変動リスク評価研究室長・江守正多氏を講師として
お招きし、講演会「気候変動と子どもたちの未来～私たちの生き方と選択～」を開催しました。

平成26年度の主な環境啓発事業

60人前後
小学生
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環境情報の提供


